
　クリアおめでとうございます。謎解き「地獄の大冒険～閻魔さまからの招待状～」

は難しかったですか？簡単でしたか？それぞれに感じ方は違うかもしれませんが、

楽しんでもらえていたらうれしいです。この謎解きの最後の答えは「ありのままの」

でした。この「ありのままの」ということについて少し話をさせてもらいます。

　今日、謎解きの中で色々な地獄が出てきました。片付けをしない、物を大切にし

ない、素直に感謝できない、すぐに喧嘩をしてしまう、といった人が落ちる地獄です。

また、地獄に落ちてしまったのも、お賽銭を自分のものにしようとし、閻魔さまに

そのことを聞かれてうそをついたからです。人の物を盗ってはいけませんし、うそ

をついてもいけません。「そんなこと言われなくてもわかってるよ」と思うかもしれ

ません。でも今言ったことは、頭では分かっているのにやってしまうことがあると

思います。行動にうつすとなると、なかなか難しいものです。

　ありのままの私は、人や物にやさしくできている時よりも、意地悪をしてしまう

ことの方が多いのかもしれません。阿弥陀さまはいつでも私たちを思ってくださっ

ていますから、全部知っておられます。そして、私たちが人や物に優しい子の時は

微笑み、私たちがいじわるをする子の時は悲しんでおられます。そして、時に微笑

み時に悲しみながらも「ありのままのあなたが大事な子だよ」と思ってくださって

います。

　そんな阿弥陀さまの「ありのままのあなたが大事な子だよ」と思ってくださって

いるお心を大切にしてほしいと思います。そして、阿弥陀さまみたいにとはいかな

いかもしれませんが、つい意地悪な私が出てしまったら、阿弥陀さまのお心を思い

出して、少しでも人や物に優しく過ごしてもらえるとうれしいなと思います。

　私自身も、全部をきちんとできているとは言えません。つい物を雑に扱ってしまっ

たり、してもらうことが当たり前だと思っていたり、誰かにひどい言葉を言ってし

まうこともあります、うそをついてしまうこともあります。やってはいけないとわ

かっていても、人や物を大切に思う心を持ち続けることは難しいですね。

　先に答えを言いますが「ありのままの」とはお寺の本堂の中心におられる「阿弥

陀さま」のお心を表した言葉です。

　阿弥陀さまは誰であっても、私を、皆さん 1人ひとりを大事な子と思ってくださっ

ています。それは、大きい子、小さい子、男の子女の子、勉強や運動が得意な子苦

手な子、人や物にやさしくできる子意地悪する子、というように分けたりしないと

いうことです。

だれであっても同じように大事な子と思ってくださっています。では、私たち自身

を振り返ってみるとどうでしょうか。
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